
第２章第２節

安良川遺跡の概要

新里売人

伊仙町教育委員会
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１．遺跡の位置と環境
アラゴー

安良川遺跡は、鹿児島県大島郡笠利町用字安良![|に所在する。昭和40年頃、道路工事中に発見され、

その出土品（土器、石器）が白木原和美によって報告されている（白木原1971)。

遺跡は、笠利半島北部の太平洋岸、標高３．５から4.0ｍの砂丘上に位置し、西側に山稜、北側に河

川を備え、東側にリーフが広がる自然環境に囲まれている（図４）。

２．調脊の概要

平成15年、土地所有者によ愚畑の土壌入れ替えに伴い、笠利町教育委員会を主体とする緊急調査が

行われた。平成17年には調査報告書が刊行されている仲山編2005)。

遺跡の概要と調査参加者は以下の通りである。なお、調査参加者の所属は平成15年当時のものであ

る。

ア聯
鑪頽蝋

・列

…豈:F:fHiil'ｌＩＩＩｍ‘

Ｔ

》
詔
球
・

〃
弊
列白
び
＆己

Ｉ
Ｐ
Ｏ

ｂ徳之島

づ沖永良部勘

鰯騨
座良問諸勘

、

田

先呂諸島

。｝し
。宮古鳥

.-部石垣圏|f:裳i雲i:iii:
Ｃ

宗〆

Ｕ ﾌO○ｂＴ

Ｆコア頃

図４安良川遺跡の位置
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